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な
い
方
▼
前
年
が
給
与
所
得
者
で
、

４
月
１
日
か
ら
公
的
年
金
の
受
給

者
に
な
っ
た
方
▼
障
害
年
金
・
遺

族
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
方

（
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
た
め
）

　
②
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

の
開
始
時
期
＝　
年　
月
支
給
分

２６

１０

か
ら
　
③
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

の
対
象
と
な
る
年
金
＝
老
齢
基
礎

年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、
退
職
共

済
年
金
な
ど

　
④
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

の
対
象
と
な
る
市
民
税
・
都
民
税

＝
対
象
と
な
る
の
は
公
的
年
金
の

年
金
所
得
に
係
る
市
民
税
・
都
民

税
の
み
で
す
。
年
金
所
得
の
他
に

給
与
所
得
、
不
動
産
所
得
な
ど
他

の
所
得
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の

所
得
に
係
る
市
民
税
・
都
民
税
は

特
別
徴
収
１
年
目
の
方

お
よ
び
昨
年
途
中
で
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替

（
普
通
徴
収
）に
な
っ
た
方

　
①
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

の
対
象
と
な
る
方
＝　
年
中
に
公

２５

的
年
金
の
支
払
い
を
受
け
た
方
で
、

　
年
４
月
１
日
現
在
、
公
的
年
金

２６か
ら
の
引
き
落
と
し
の
対
象
と
な

る
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る　
歳
以
上
の
方
。

６５

た
だ
し
、
次
の
方
は
引
き
落
と
し

の
対
象
者
に
な
り
ま
せ
ん

　
▼
１
月
1
日
以
降
、
市
内
に
住

所
を
有
し
な
い
方
（
転
出
、
死
亡

者
な
ど
）
▼
４
月
1
日
現
在
、
老

齢
基
礎
年
金
な
ど
の
支
給
額
が
年

　
万
円
未
満
の
方
▼
介
護
保
険
が

１８引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
さ
れ

従
来
通
り
、
給
与
で
の
特
別
徴
収

も
し
く
は
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
（
普
通
徴
収
）
に
よ
る
納
付
と

な
り
ま
す

　
⑤
公
的
年
金
か
ら
の
徴
収
方
法

＝
６
月
・
８
月
は
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）、　

月
・
１０

　
月
・
２
月
は
公
的
年
金
か
ら
の

１２引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
に
な

り
ま
す
（
左
表
１
参
照
）

特
別
徴
収
２
年
目
以
降
の
方

　
「
引
き
落
と
し
の
対
象
者
」、「
引

き
落
と
し
の
対
象
と
な
る
年
金
」、

「
引
き
落
と
し
の
対
象
と
な
る
市

民
税
・
都
民
税
」
に
つ
い
て
は
１

年
目
の
方
と
同
様
で
す
。

　
①
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

の
開
始
時
期
＝　
年
４
月
支
給
分

２６

か
ら
　
②
公
的
年
金
か
ら
の
徴
収
方
法

＝　
年
度
が
公
的
年
金
か
ら
の
引

２５
き
落
と
し
で
、　

年
度
も
継
続
し

２６

て
引
き
落
と
し
の
場
合
は
、　

年
２６

４
月
支
給
分
の
公
的
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し
（
仮
徴
収
）
と
な
り

ま
す特

別
徴
収
１
年
目
、２
年

目
以
降
の
方
共
通
事
項

仮
徴
収
・
特
別
徴
収
と
は

　
市
民
税・都
民
税
は
、
市
民
税・

都
民
税
納
税
通
知
書
で
決
定
と
な

り
、
７
月
に
年
金
保
険
者
（
日
本

年
金
機
構
な
ど
）
へ
市
民
税
・
都

民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落

と
し
（
特
別
徴
収
）
を
依
頼
し
ま

す
。
こ
の
た
め
４
月
・
６
月
・
８

月
分
は
仮
徴
収
と
な
り
、
前
年
度

の
２
月
に
公
的
年
金
か
ら
引
き
落

と
し
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
た
金
額

と
同
額
を
、
公
的
年
金
か
ら
引
き

落
と
し
（
特
別
徴
収
）
し
ま
す
。

　
月
・　

月
・
２
月
分
は
、
そ
の

１０

１２

年
度
の
市
民
税
・
都
民
税
額
か
ら
、

こ
の
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
金

額
を
、
公
的
年
金
か
ら
引
き
落
と

し
（
特
別
徴
収
）
し
ま
す
（
上
表

２
参
照
）。

引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）が 

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
開

始
後
に
、
市
外
へ
の
転
出
や
税
額

の
変
更
、
公
的
年
金
の
支
給
停
止

な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、
引
き

落
と
し
が
中
止
と
な
り
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）

に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。

　

歳
未
満
の
公
的
年
金

６５の
受
給
者
の
方
へ

　
　
歳
未
満
で
公
的
年
金
の
所
得

６５
と
給
与
所
得
が
あ
り
、
給
与
所
得

の
市
民
税
・
都
民
税
を
給
与
か
ら

天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
て
い

る
方
は
、
公
的
年
金
の
所
得
と
併

せ
て
給
与
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、

勤
務
先
の
担
当
者
に
申
し
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
勤
務
先
か
ら

の
特
別
徴
収
へ
の
切
り
替
え
申
請

に
基
づ
き
、
市
課
税
課
で
処
理
を

行
い
ま
す
。

　
な
お
、
給
与
所
得
に
係
る
市
民

税
・
都
民
税
の
納
付
方
法
が
普
通

徴
収（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

の
方
は
、
取
り
扱
い
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
課
市
民
税
係
☎
４

７
０
・
７
７
７
７
（
内
線
２
３
３

３
～
２
３
３
７
）
へ
。

　
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
現
在

服
用
し
て
い
る
新
薬
（
先
発
医
薬

品
）
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
後
発
医
薬
品
）
に
切
り
替
え
た

場
合
、
薬
代
の
自
己
負
担
額
が
ど

の
く
ら
い
軽
減
で
き
る
か
を
試
算

し
た
通
知
を
次
の
方
に
送
付
し
ま

す
。
通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
、
切

り
替
え
の
参
考
資
料
と
し
て
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
【
対
象
と
な
る
方
】市
の
国
民
健

康
保
険
証
を
使
用
し
て　

年
６

２６

月
・
７
月
に
薬
の
処
方
を
受
け
て

い
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
薬
代

の
自
己
負
担
額
を
一
定
金
額
以
上

　
満　
歳
以
上
の
都
民
の
方
に
、

７０

申
し
込
み
に
よ
り
、
都
営
交
通
お

よ
び
都
内
を
運
行
す
る
民
営
バ
ス

な
ど
が
利
用
で
き
る
「
東
京
都
シ

ル
バ
ー
パ
ス
」
を
発
行
し
ま
す
。

有
効
期
限
は
発
行
日
～　
年
９
月

２７

　
日
で
す
。

３０
　
【
対
象
者
】都
内
に
住
民
登
録
の

あ
る
満　
歳
以
上
の
方
（
寝
た
き

７０

り
の
方
を
除
く
）

　
【
申
込
時
期
】満　
歳
に
な
る
月

７０

の
初
日
か
ら

軽
減
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る　
歳
４０

以
上
の
方

　
【
発
送
時
期
】６
月
に
処
方
の
方

は　
月
中
、
７
月
に
処
方
の
方
は

１０
　
月
中

１１
　
【
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
切

り
替
え
る
場
合
の
注
意
点
】
主
治

医
や
調
剤
薬
局
の
薬
剤
師
と
十
分

相
談
し
て
く
だ
さ
い
▽
医
師
の
治

療
上
の
判
断
に
よ
り
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

　
【
申
し
込
み
方
法
】左
表
の
費
用

お
よ
び
必
要
書
類
を
ご
用
意
の
上
、

最
寄
り
の
バ
ス
営
業
所
、
都
営
地

下
鉄
定
期
券
発
売
所
な
ど
の
シ
ル

バ
ー
パ
ス
発
行
窓
口
へ

　
詳
し
く
は
一
般
社
団
法
人
東
京

バ
ス
協
会
シ
ル
バ
ー
パ
ス
専
用
電

話
☎
０
３
・
５
３
０
８
・
６
９
５

０
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
土

曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
へ
。

ク
医
薬
品
が
処
方
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
▽
薬
の
価
格
が
下
が

っ
て
も
、
技
術
料
や
管
理
料
な
ど

薬
以
外
の
料
金
に
よ
っ
て
、
自
己

負
担
の
総
額
が
軽
減
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
利
用
通
知
書
に
関
す
る

質
問
は
、
同
通
知
書
に
記
載
の
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

　
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
３

へ
。

表１　公的年金からの市民税・都民税の引き落とし（特別徴収）を
　　　開始する年度の徴収
◆例えば年金に係る税額が１万８,０００円の場合

特別徴収
（年金からの引き落とし）

普通徴収
（納付書または口座振替）徴収の方法

２月１２月１０月８月６月納期・
年金支給月

年税額の２分の１（９,０００円）年税額の２分の１（９,０００円）
納付額

３,０００円３,０００円３,０００円４,５００円４,５００円

表２　公的年金からの市民税・都民税の引き落とし（特別徴収）
　　　２年目以降の徴収
◆例えば年金に係る税額が１万７,０００円で２月に徴収した額が３,０００円の場合

特別徴収（本徴収）特別徴収（仮徴収）徴収の方法

２月１２月１０月８月６月４月年金支給月

年税額から仮徴収分を引いた額２月に徴収した額と同額
納付額

２,６００円２,６００円２,８００円３,０００円３,０００円３,０００円

※公的年金からの市民税・都民税の引き落とし（特別徴収）を開始する年度と、引
き落とし（特別徴収）が継続する年度では徴収方法が異なります。

シルバーパス発行費用および必要書類

必要書類費用住民税区分

住所・氏名・生年月日が確認できる本人確認書類
（保険証または運転免許証）２万５１０円２６年度の住民税

が「課税」の方

住所・氏名・生年月日が確認できる本人確認書類（保
険証または運転免許証）とア～ウのいずれか１点
ア「介護保険料額決定通知書兼納入通知書」の所得
段階区分欄に「１～４」、「特例３・４」のいずれか
の記載があるもの
イ「市民税・都民税非課税証明書」
ウ「生活保護受給証明書（生活扶助）」１,０００円

２６年度の住民税
が「非課税」の
方

住所・氏名・生年月日が確認できる本人確認書類（保
険証または運転免許証）とエ・オのいずれか１点
エ「介護保険料額決定通知書兼納入通知書」の所得
段階区分欄に「５」の記載があるもの
オ「市民税・都民税課税証明書」

２６年度の住民税
が「課税」で、
２５年の合計所得
金額が１２５万円
以下の方

※ア・エは、市から送付されている「介護保険料額決定通知書兼納入通知書」をご
用意ください（「仮決定通知書」は使えません。再発行はできません。紛失した
場合は、イ・オをご用意ください）。

※イ・オは、課税課（市役所２階）で発行します（有料）。取得には、手数料・本
人確認書類・印鑑などが必要です。代理人が取得する場合は、委任状が必要です。

※ウは、「生活扶助」を表す記載があるもののみ使用できます。本人確認書類と兼
用できます。

※ア・イ・エ・オは、２６年度の書類が必要です。

市
民
税
・
都
民
税
の
公
的
年
金

か
ら
の
引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
）

に
つ
い
て

新新新新新新新新新新新新新新
規規規規規規規規規規規規規規
発発発発発発発発発発発発発発
行行行行行行行行行行行行行行
手手手手手手手手手手手手手手
続続続続続続続続続続続続続続
きききききききききききききき
はははははははははははははは
おおおおおおおおおおおおおお
済済済済済済済済済済済済済済
みみみみみみみみみみみみみみ
でででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすす

新
規
発
行
手
続
き
は
お
済
み
で
す
かかかかかかかかかかかかかかか

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

利
用
通
知
を
発
送
し
ま
す

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
月
初
旬
の
提
出
期
限
ま
で
に

１２必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に
受

け
ら
れ
る
年
金
に
掛
か
る
所
得

税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り

ま
す
。
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税

の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が

あ
る
方
は
、
確
定
申
告
が
必
要

で
す
。

《　
年
分
「
扶
養
親
族
等
申
告

２７
書
」
が
送
付
さ
れ
る
方
》

　
①　
歳
未
満
で
、
年
金
額
が

６５

１
０
８
万
円
以
上
の
方

　
②　
歳
以
上
で
、
年
金
額
が

６５

１
５
８
万
円
以
上
の
方

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

年
金
受
給
者
の
方
へ 

「
扶
養
親
族
等
申
告

書
」
は
期
限
ま
で
に 

提
出
し
ま
し
ょ
う

　
老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て

所
得
税
の
課
税
対
象
で
す
（
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
）。

　
課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
に

は
、
毎
年　
月
下
旬
に
日
本
年

１０

金
機
構
か
ら
「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」
が
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

　
市
で
は
医
療
費
適
正
化
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
が
、
国
民
健
康
保
険
を

使
っ
て
施
術
を
受
け
た
場
合
に
、

施
術
内
容
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

　
施
術
内
容
を
確
認
す
る
た
め
、

文
書
で
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
負
傷
部
位
や
施
術

内
容
、
施
術
年
月
の
記
録
、
領
収

書
な
ど
を
保
管
し
、
確
認
の
文
書

が
届
い
た
方
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
こ
の
業
務
は
カ
リ
バ
ー
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
が
、

市
の
委
託
を
受
け
て
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
☎
４
７
０
・
７
７
３
３

へ
。
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